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クリミア·フィルハーモニック協会の学術交響楽団は1937年に設立された。

様々な時、その交響楽団は、優秀なソ連とロシアの指揮者と演奏した。

2010年12月のセヴァストポリでのコンサート「クラシックと現代音楽の名品」に、モスクワの指揮者お

よび、ローマン

モイセエフが招待された。彼はモスクワの音楽院をオペラの交響曲指揮者として卒業した。ゲンナジー

・ロジュデストベンスキイのもとで訓練を受けた。指揮者のレパートリーはとても広く、シンフォニッ

ク、室内楽、オラトリアル音楽を表現する。

「私は後期のロマン派音楽に興味を持っています。最近は、私はワーグナー、ブルックナー、シベリウ

ス、チャイコフスキーなど、そして後期のストラヴィンスキーに興味があります。モーツァルト、ベー

トーヴェンの音楽から、私はよりグローバルかつ哲学的な音楽に移行していています... "

ヤルタオーケストラとのコンサートにジャン·シベリウスの第二交響曲を選びました。フィンランドの作

曲家の作品におけるシンフォニーのジャンルは、世界への理解の深さと作品の中での世界の反映を示し

ています。私はオーケストラの指揮者にこの交響曲をすすめました。それが黒海沿岸でも間違いなくよ

く響くであろうと思えたからです。そして、私は音そのものが私の考えを支持してくれると思うのです

。 」

わずかに、4リハーサルだけで指揮者はこの難解な曲をしあげることができた。オーケストラとの共通言

語を見つけ、音楽交響曲に対する彼のビジョンを説明することができたのだ。

「オーケストラは私の要求によく応えてくれたし、私たちは連携を築けていたように思います。そして

、演奏が交響曲のオーケストラの作品の中の新しい方向性を聴衆に開いたと思います。偉大なシベリウ

スの音楽に対する試みはオーケストラの発展への大きな一歩なのです。」

指揮者・ローマン

モイセエブと一緒にクリミア・セヴァストポリでのコンサートに若い日本人女性バイオリニスト・田辺

綾子が同行した。

「よりはっきりとその存在を世に示すのを助けるべき才能あふれる音楽家たちがいます。ここに田辺綾

子というこのコンサートで演奏することになっている女の子がいます。彼女は、非常に高い能力を持つ

才能ある人物です。彼女はこのような大きなオーケストラとの演奏経験はないかもしれません。彼女が

このような経験をする機会を私たちが与えるのです。8年前、綾子はトルコのコンサートで彼女のパフォ

ーマンスを聞いたロシアのヴァイオリニストのすすめでモスクワに留学しました。今は、モスクワ音楽

院（セルゲイクラフチェンコ教授のクラス）の4年生です。驚くべきことに、このか弱そうな女の子が、

勇敢に、自信を持って見事にチャイコフスキーのバイオリン協奏曲を演奏したのだった。このヴァイオ

リン協奏曲は、作曲者の精神的な危機の時に作られたものだった。しかし、その中にどれほど多くの暖

かさや優しさ、そして信じられないほどの精神力というのもが含まれていることだろうか！

バイオリンの優れた演奏だけでなく、ロシア語の知識も賞賛されている。

「学校ではロシア語のレッスンに行ってましたがうまくはいかなくて、子どもたちと付き合うようにな

って徐々にわかるようになったんです...」。綾子は５歳から音楽の勉強をはじめ、すでに２３歳で多く

の国際大会で大きな成功を収めていた。しかし、最初はバイオリンの訓練に彼女は喜びを感じていなか

った。

「実は、私はバイオリンを演奏することが好きではなかったんです。子供のころは、散歩したかったで

す。でも学校が終わったら家に帰って、お母さんと一緒に勉強して…。もちろん、大変です。でも、そ

れはすべてそういうものだと思いますし…。.そして、後になって、育ててくれたお父さんやお母さんに

ありがとうというようになるんですよね。」

質問：あなたは音楽以外にどんなことをするのが好きですか？

綾子は、単純に言った - 「天使を描くことです。」

そして、他のものにすることはできないのだ。そんなふうに演じることができるのは天使たちだけだか

ら。あなたに明るい創造的な人生を、綾子！


